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▽申込期間　１月１５日～２月２５日（当日消印有効）

▽申込方法　官製はがき、またはホームページにて①住所②氏名
（フリガナ）③電話番号④年齢⑤希望講座名⑥性別⑦受講動機・
講座をどこでお知りになったかをご記入の上お申し込み下さい。

▽申込先　〒２０６－０８２３稲城市平尾１－９－１複合施
設ふれんど平尾内「いなぎＩＣカレッジ事務局」
※詳しくは、市役所、平尾・若葉台出張所、各文化
センター、総合体育館に置いてある募集案内また
はＩＣカレッジＨＰをご覧ください。

いなぎＩＣカレッジいなぎＩＣカレッジ

　各大学の一流の先生による深い知識・教養・体験をやさ
しく学べます。４月からスタートして半年で６回講座を６
科目準備しています。開催日はすべて土曜日です。

▽費用　６回＝４千円

内容等講師名講座名No.

日本に伝わる貴重な薬草の知識を身に付け、次
の世代に伝えていただくために易しく、正確に
お話いたします。材料費別途１，０００円

東京薬科大学名誉教授
指田　　豊

いなぎＩＣカレッジ
ハーブ講師　　阿部　啓子

薬草、ハーブの再認
識（身近な薬草やハ
ーブとその活用）

１

江戸時代を中心に日本の庶民文化の形成に大きな
役割を果たした遊里文化について考えます。また
具体的に個々の遊女をとりあげながら、社会の裏
面史について考察し、その人間性に迫ります。

立教大学教授　渡辺　憲司江戸文化と遊里社会２

紛争、テロ、人権抑圧、金融危機、貿易摩擦、
貧困、地球温暖化。いったい世界はどこに向か
っているのでしょうか。

国際基督教大学教授
　　　　　　　毛利　勝彦

世界はどこに向かっ
ているのか３

多読三原則「辞書は使わない、分からなくなっ
たら飛ばす、つまらなくなったら止める」で英
語と友達になれます。

電気通信大学准教授
　　　　　　　酒井　邦英

初めての英語、英語
が超苦手だった方の
ための英語

４

文学とも歴史書とも言われている『古事記』を、
ふるさと稲城・多摩の古社や昔話との関わりから
民俗学的な視点に基づいて読み解いて参ります。

玉川大学准教授
　　　　　　　今尾　佳生

『古事記』を紐解き、
郷土ロマンを探る！５

親が子を理解し、子が親から認められる関係を
通して、親も子と共に心理的成長を図り、今・
現在から未来への可能性に向かって生きる道を
参加者の方々と一緒に考えていきます。

駒沢女子大学教授
　　　　　　門前　豊志子

心理臨床からみた親
と子のかかわり～未
来への可能性に向か
って生きる～

６

☆開催期間　４月～９月（土曜日に開講）
☆時間（予定）　①午前１０時～１１時半②午後１時３０分～３時
☆定員　各講座５０名（先着順）　☆会場（予定）　地域振興プラザ

　運営についても市民ボランティア、講師も市民という画期的な一般教養講座です。新規１０講座、
継続８講座、合計１８講座の受講生を募集します。

▽費用　６回＝３千円、１２回＝６千円　※別途、教材費が必要な講座もあります。
一般教養講座一般教養講座

［新規］一般教養講座一覧（４月～９月）　　　※開講場所・時間は変更になる場合があります。

講　　座　　内　　容対象募集
人数時間・曜日会場回数講師名講座名No.

大小さまざまな無地・柄物・思い出の布などを用い日
常使用出来る小物、ポーチなどの作品を制作します。
教材費１作品１，５００円程度

成人１２第２・第４（木）
１０：００～１２：００

城山
体験１２細谷　和子初心者のための

「パッチワークキルト」１

専用バーで細長い紙をクルクル巻いて作る工作です。
お花、動物、季節物を題材にしてカードやミニチュア
作品を作ります。教材費１回５００円程度

成人８第３（金）
１０：００～１２：００中央６脇山かおる

ペーパークィリング～細
長い紙をクルクル巻いて
素敵な作品づくり！～

２

「「ややささししくく 楽楽ししくく ままななびびままししょょうう！！」」

プロフェッサー講座プロフェッサー講座
～これから我人生に挑戦しましょう！～～これから我人生に挑戦しましょう！～

▽問合せ 「いなぎＩＣカレッジ」事務局

火曜日～金曜日・午前１０時～午後４時

稲城市平尾１－９－１ 1３５０－５５４８
http://www.inagiic.net/

ブームを迎えつつある花育。子どもの個性・感性・知性が伸びるだけでなく、物を大切にす
る心が育ちます。ハサミの使い方から、枝や花の切り方、花を長持ちさせる方法など基本的
なことからお教えします。花代１回１，０００円

４才以上
付添可１５第１・第４（土）

１５：３０～１７：００
振興
プラザ１２山崎　 草響 

そうきょう花育～花と遊ぼう！花か
ら学ぼう！～３

日本酒をタイプ別に分ける技術を学び、それに合った花の生け方や花材を紹介します。花器
は酒器や食器を中心に用いるので、誰でも簡単に生けられます。日本酒の意外な楽しみ方（ス
イーツと酒？）等もお教えします。教材費１回１，５００円

成人１０第２（土）
１５：３０～１７：００

振興
プラザ６山崎　草響日本酒と花の新しいハー

モニー４

日本の伝統美を伝える「きもの」をひもだけで着付けます。長襦袢の衿作り、タオルで作る
腰布団、ウエスト補正等使用する物は一回目に作ります。帯は半巾帯、名古屋帯、袋帯まで
学べます。材料費８００円

成人１０第２・第４（木）
１０：００～１２：００中央１２桂田　良子和装（ひもだけの着付け）５

日本の古典楽器である琴を、膝や足に負担をかけることなくイスに座って、童謡・唱歌・ポ
ップス・映画音楽など、色々な曲を楽しく合奏しましょう。教材費１ヶ月３００円程度成人１０第１・第３（金）

１５：１５～１７：１５
城山
体験１２田中　幸子イスに座って弾く！

楽しむお琴６

花はいつの時代も生活に潤いをもたらしてくれます。好みの花を自分で生ける楽しさを流派
にとらわれず自由に楽しみ学ぶ教室です。花代１２回分１４，４００円（一括）成人１５第２・第４（日）

１３：３０～１５：３０
城山
体験１２小川美恵子暮らしを飾る花７

男性も気軽にキッチンに入ってお料理作りを楽しめるように応援します。基本のご飯やみそ
汁、簡単なおかずの基礎をしっかり身につけます。材料費１回分６００円成人男性２０第１（金）

１０：００～１２：３０第三※１２山中トモ子男のワクワククッキングⅡ８

忘れかけている日本の伝統的な立ち振る舞いを日本舞踊から学びます。礼儀作法、着物の着
方、たたみ方を習得します。小学生１０第１・第３（土）

１３：３０～１５：３０
上谷戸
体験１２花柳要三郎小学生の日本舞踊Ⅱ９

葉書に季節の花々や身のまわりの物等を絵にし、励ましや喜びの言葉を添えて出す手紙の交
信の楽しさを生活に取り入れ体験していきます。道具一式３，０００円程度成人６第１（月）

１０：００～１２：００
城山
体験６大西　邦子身近な人との「絵手紙」

交信Ⅲ１０

［継続］一般教養講座一覧（２２年４月～９月）

講　　座　　内　　容対象募集
人数時間・曜日会場回数講師名講座名No.

タイルモザイク・木目込人形・サマーハット（編み物）・掛け軸・額絵など、一つのテーマに
とらわれない、多彩なカリキュラムです。材料費１２回分１０，０００円程度、工具代５，０００円程度成人８第１・第３（水）

１３：３０～１５：３０城山１２日下部雅代手作りおしゃれ工房で本
格アートに挑戦！１１

ポップス、カントリー、ヒップホップ、演歌、映画音楽、童謡など、色々な曲で踊ります。
カントリーダンスは世界共通のダンスです。成人５第１・第３（土）

１３：３０～１５：３０
中央
他１２石坂　淑子ハッピーダンシング（レクダ

ンス＆カントリーダンス）１２

造花、プリザーブドフラワー等を使ってテーブルフラワー、リース、コサージュ、壁飾り等
を作ります。１回の講習で１点の作品を制作します。材料費６回分１２，０００円成人６第２（木）

１４：００～１６：００中央６山崎　知子初心者のための「造花、プリザ
ーブドのフラワーアレンジ」１３

現代絵画やイラストに多く使われる、アクリル絵具の技法や扱い方を学びながら作品づくり
をします。年２回の作品発表を目指します。教材費半期８００円程度

高校生
以上６第３（土）

１４：００～１６：００
城山
体験

※
１２大作　俊子アクリル絵具で描く

絵画・イラスト１４

今から１０００年も前に書かれた源氏物語。植物がらみの人物があまた登場します。いけばなで
楽しく物語を表現してみましょう。花代１回１，０００円

小学生
以上５第３（土）

１０：００～１２：００城山６山中　　桂「いけばな」でひもとく
源氏の君Ⅱ１５

季節感のある花材を使い、花器と剣山に生けます。飾る場所にあった花を生け、花のある生
活が過ごせる喜びを感じてもらいます。花代１回１，０００円成人５第２・第４（金）

１０：００～１２：００
城山
体験１２吉野　寿�いけ花にチャレンジ！１６

日本人の心に沁みる歌を優しいハーモニーで歌います。正しい姿勢と発声、簡単な譜読み等
を習得しながら、健康増進を図ります。雑費１，０００円程度成人１０第４（木）

１３：３０～１５：３０
�

プラザ６津川　宏志楽しいコーラス
「日本の心」１７

ストレス解消や疲労回復に手軽で効果がある腹式呼吸法、及び楊名時八段錦（８つの健康運
動）と太極拳２４式を学びます。成人３０第２・第４（土）

９：３０～１１：００三小１２小机　　 實 
みのる気功太極拳～深い呼吸と

ゆったりとした動作で、
元気はつらつ～

１８

◎受講料の他に教材費がかかる講座があります。　※１年継続講座になります。
◎上記講座以外にも継続予定の講座がありますが、カレッジ生の再募集をしないため掲載しませんでした。ご了承ください。
◎中央＝中央文化センター、城山＝城山文化センター、第三＝第三文化センター、総体＝総合体育館、上谷戸体験＝上谷戸緑地体験学習館、
　城山体験＝城山体験学習館、三小＝稲城第三小学校体育館、振興プラザ＝稲城市地域振興プラザ会議室、�プラザ＝稲城市立�プラザ

 　　 
じゅしょう

４月スタート４月スタート
新講座紹介イベント新講座紹介イベント
　あらゆる世代層が地域で身近に
「学ぶことは楽しいこと」の実践
の場として、「プロフェッサー講
座」第６期が４月から始まります。
講座開講にあたり、講座の内容紹
介イベントを開催します。

▽期日　２月７日（日）

▽時間　午後１時半～３時

▽会場　地域振興プラザ

▽参加資格　どなたでも参加でき
ます。直接会場へお越しください。

▽内容　講師紹介及び講座概要説明

▽問合せ　「いなぎＩＣカレッジ」
事務局　火曜日～金曜日午前１０時
～午後４時1３５０－５５４８



中央文化センター�
（中央公民館）［東長沼］�

1377－2121
6379－0491

第一児童館�
1377－8712

第二文化センター�
（第二公民館）［矢野口］�
（老人福祉館）�
（第二児童館）�

1378－0567
6378－0568

第三文化センター�
（第三公民館）［平　尾］�
（第三児童館）�

1331－0230
6331－0229

第四文化センター�
※改修工事中�
（第四公民館）�
※第二文化センター内�

1377－4406
6378－0568

（第四児童館）�
※中央文化センター内�

1377－2121

城山文化センター�
（城山公民館）［向陽台］�
（城山児童館）�

1379－5411
6379－5288

総合体育館�
1331－7151
6331－7181

生涯学習課・体育課�
1378－2111
6379－3600
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▽
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０
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学
の
お
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さ
ん
と
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者
及
び
出
産
予
定
の
方

▽
問
合
せ　

第
四
公
民
館
（
第
二
文

化
セ
ン
タ
ー
内
）

期日会場

１／２８（木）第一児童館

２／４（木）第二児童館

２／９（火）第三児童館

１／２２（金）押立
ふれあい会館

１／２０（水）城山児童館

１月のテーマ：オ二の指人形
を作ろう

　

「
介
護
保
険
に
つ
い
て
知
り
た
か

っ
た
の
だ
け
れ
ど
…
」
「
両
親
、
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母
の
介
護
を
ど
こ
ま
で
で
き
る
の

か
し
ら
？
」
「
な
る
べ
く
子
ど
も
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世
話
に
は
な
り
た
く
な
い
の
だ
け
れ

ど
…
」

　

介
護
は
女
性
だ
け
の
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
女
性

の
担
う
役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
介
護
保
険
と
い
う
言
葉
は
よ

く
聞
く
け
れ
ど
、
さ
っ
ぱ
り
仕
組
み

が
分
か
ら
な
い
、
な
ん
と
な
く
介
護

に
つ
い
て
不
安
だ
か
ら
、
基
本
的
な

知
識
が
欲
し
い
、
と
い
う
方
向
け
の

講
座
で
す
。

▽
期
日
・
内
容
・
講
師　

左
表
の
と

お
り

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
会
場　

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー

講　師内　容日　時

日本銀行金融広報
委員会
内田厚子氏

上手な介護保険
の利用方法

２月５日
（金）

介護にはいくら
かかる？

２月１２日
（金）

日常生活を支え
る高齢者福祉サ
ービス

２月１９日
（金）

稲城市地域包括支
援センターいなぎ
正吉苑　職員

地域の取り組み２月２６日
（金）

　

赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
マ
マ

と
お
子
さ
ん
の
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
で
す
。
肌
と
肌
と
の
触

れ
合
い
は
、
親
子
の
つ
な
が
り
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

▽
期
日　

２
月
３
日
〜　

日
の
水
曜

２４

日
（
全
４
回
）

▽
時
間　

コ
ー
ス
①
午
前　

時
〜　

１０

１１

時
、
コ
ー
ス
②
午
前　

時
半
〜
午
後

１１

０
時
半
（
①
、
②
の
い
ず
れ
か
１
コ

ー
ス
）

▽
会
場　

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
の
月
齢
７
カ
月

ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
。
本
講

座
を
初
め
て
受
講
す
る
方
で
全
日
程

出
席
可
能
な
方

▽
定
員　

各
コ
ー
ス
８
組

▽
講
師　

草
間　

裕
子
氏
（
国
際
イ

ン
フ
ァ
ン
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
協
会
公
認

ト
レ
―
ナ
―
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
み　

１
月　

日　

午
前　

時

２０

（水）

１０

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
来
館
に
よ
る
受
付
は
お
受
け
し
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
・
問
合
せ　

第
三
公
民
館

　

二
胡
と
ギ
タ
ー
の
デ
ュ
オ
で
、
懐

か
し
い
曲
の
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▽
期
日　

１
月　

日　
３０

（土）

▽
時
間　

午
後
０
時　

分
〜
１
時

１５

▽
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
出
演　

朋
友
（
パ
ン
ヤ
オ
）

▽
曲
目　

い
つ
で
も
夢
を
、
喝
采
、

蘇
州
夜
曲
、
舟
歌
、
雨
に
唄
え
ば
他

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館

第
７
回

第
７
回

稲
城
市
ふ
る
さ
と

 

稲
城
市
ふ
る
さ
と

郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷
土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土
芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸
能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

１
月　

日　
24

（日）

　

稲
城
市
内
で
活
動
し
て
い
る
郷
土

芸
能　

団
体
が
一
堂
に
会
し
て
、
伝

１０

統
的
な
郷
土
芸
能
を
公
演
し
ま
す
。

普
段
は
神
社
祭
礼
な
ど
で
し
か
見
ら

れ
な
い
郷
土
芸
能
を
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
公
演
（
出
演
順
）

　

雅
楽
、
大
丸
囃
子
、い
な
ぎ
太
鼓
、

穴
澤
獅
子
、
稲
城
囃
子
、
江
戸
の
里

神
楽
、 
青  
渭 
囃
子
、
青
渭
獅
子
、
押

あ
お 

い

立
囃
子
、
矢
野
口 
纏 

ま
と
い 
木  
遣 
り

き 

や

▽
主
管　

稲
城
市
郷
土
芸
能
保
存
会

▽
主
催　

稲
城
市
教
育
委
員
会

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

※
�
プ
ラ
ザ
に
は
来
場
者
用
の
駐
車

場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
の
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

午
後
０
時
〜
３
時　

分
30

稲
城
市
立
�
プ
ラ
ザ

入
場
無
料

▲押立囃子

座
」
の
中
で
公
民
館
活
動
を
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
で
紹
介
を
希

望
す
る
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
こ
の
場
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

１
月　

日　
２３

（土）

▽
時
間　

午
後
１
時
半
〜
４
時

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
内
容　

活
動
内
容
の
紹
介

▽
申
込
み　

中
央
公
民
館

　

童
謡
や
懐
か
し
い
歌
を
み
ん
な
で

合
唱
し
、
青
春
時
代
を
振
り
返
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

介
護
保
険
を
学
ぼ
う

介
護
保
険
を
学
ぼ
う

〜
介
護
に
直
面
し
た
と
き

〜
介
護
に
直
面
し
た
と
き

困
ら
ぬ
た
め
に
〜

困
ら
ぬ
た
め
に
〜

　

み
な
さ
ん
は
家
が
な
く
て
ゴ
ミ
の

中
で
暮
ら
し
て
い
る
ス
ト
リ
ー
ト
チ

ル
ド
レ
ン
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

こ
の
講
座
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

子
ど
も
た
ち
の
実
情
を
、
交
流
し
た

方
の
お
話
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
学
ん
だ
後
に
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
の
う
ち
わ
を
作
っ

て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
子
ど
も
た
ち
に
届

け
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
「
何
か

し
て
あ
げ
た
い
」
と
思
う
ち
ょ
っ
と

し
た
勇
気
か
ら
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経

験
が
な
い
方
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

▽
期
日　

２
月　

日　
１７

（水）

▽
時
間　

午
後
６
時
〜
８
時

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
講
師　

Ｓ
Ｙ
Ｄ
青
年
部　

青
木　

富
造
氏
・
山
口　

千
恵
子
氏

▽
対
象　

ど
な
た
で
も
（
た
だ
し
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
中
学
生

は
保
護
者
の
承
諾
書
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

▽
定
員　
　

名
（
先
着
順
）

１００

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

電
話
･
メ
ー
ル（b

u
n
ka0
0
4
@
in
ag
i.city.lg

.jp

）
の

い
ず
れ
か
に
て
受
付
中
で
す
。

▽
申
込
・
問
合
せ　

第
四
公
民
館（
第

二
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

こ
ん
な
活
動
し
て
ま
す
・

こ
ん
な
活
動
し
て
ま
す
・

で
き
ま
す
・
頼
み
ま
す

 

で
き
ま
す
・
頼
み
ま
す
。。

公公
民民
館館
活活
動動
のの

紹紹
介介
をを
！！

▽
期
日　

２
月
２
日
〜
３
月
２
日
の

火
曜
日
（
全
５
回
）

▽
時
間　

午
前　

時
〜　

時

１０

１１

▽
会
場　

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の　

歳
６０

以
上
の
方

▽
定
員　
　

名
（
先
着
順
）

１５

▽
講
師　

藤
森　

照
子
氏
（
音
楽
活

動
家
）

▽
申
込
受
付　

１
月　

日　

午
前　

１５

（金）

１０

時
か
ら

▽
申
込
・
問
合
せ　

老
人
福
祉
館

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

童童
謡
を
楽
し
も
う

謡
を
楽
し
も
う

▽
対
象　

女
性
対
象
で
す
が
興
味
が

あ
る
男
性
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
定
員　
　

名
（
先
着
順
）

２０

▽
費
用　

無
料

▽
申
込
み　

１
月　

日　

午
後
２
時

１５

（金）

か
ら
窓
口
と
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

第
二
公
民
館

　

「
会
員
を
増
や
し
た
い
」
「
手
助

け
が
ほ
し
い
」
「
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
」
な
ど
、
参
加
を
呼
び
か
け
た

い
団
体
に
朗
報
で
す
。

　

「
ハ
ッ
ピ
ー
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
講

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

〜〜
知
っ
て
い
ま
す
か
？

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ス
ト
リ
ー
ト

　
　

ス
ト
リ
ー
ト

チ
ル
ド
レ
ン
〜

チ
ル
ド
レ
ン
〜

ママ
ママ
のの
手手
大大
好好
きき
!!!!

イイ
ン
フ
ァ
ン
ト

ン
フ
ァ
ン
ト

マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

▽
期
日　

１
月　

日　

ま
た
は　

日

２８

（木）

３０

パパ
ソソ
ココ
ンン
のの

初初
体体
験験
とと
初初
心心
者者
のの

相相
談談
ココ
ーー
ナナ
ーー
！！

　

（
い
ず
れ
か
に
な
り
ま
す
）

（土）▽
時
間　

午
前　

時
の
部
ま
た
は　

１０

１１

時
の
部

▽
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者

▽
定
員　

各
回　

名
（
先
着
順
）

１０

▽
費
用　

無
料
（
筆
記
具
持
参
）

▽
講
師　

パ
ソ
コ
ン
楽
ら
く
ク
ラ
ブ

▽
申
込
み　

１
月　

日　

午
前　

時

１５

（金）

１０

か
ら
開
始
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館

育
児
中
の
お
母
さ
ん
方

育
児
中
の
お
母
さ
ん
方

『『
子子
育育
てて

ササ
ポポ
ーー
タタ
ーー
のの
日日
』』にに

遊遊
びび
にに
来来
まま
せせ
んん
かか

多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

　多摩地域の２７市町村が集まって、
歴史・文化財関係の書籍を展示販売
いたします。話題の新刊書籍も多数
用意していますので、ぜひご参加く
ださい。

▽期日　１月２２日（金）～２４日（日）

▽時間　午前１０時～午後７時（２４日
は午後５時まで）

▽会場　オリオン書房ノルテ店（多
摩モノレール立川北駅前・パークア
ベニュー３階）

▽販売書籍　文化財調査報告書、市
町村史、文化財地図、昔ばなし、文
化財かるたなど

▽主催　東京都市社会教育課長会文
化財部会

▽問合せ　生涯学習課

ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
コココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
サササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

芸芸文連文連
「「サロンサロンコンサートコンサート」」
稲城のピアニスト 稲城のピアニスト

 渡渡辺秋香辺 秋  香 
あき か

ピアノコンサートピアノコンサート
稲稲城市芸術文化団体連合会城市芸術文化団体連合会

　ＮＨＫ「名曲リサイタル」や「ぴあのピア」など
に出演。美しく情感豊かなピアノ、熱く鍵盤上を駆
け巡る躍動感あふれるピアノに、きっと魅せられま
す。

▽期日　１月３０日（土）

▽時間　午後２時開演（午後１時半開場）

▽予定曲目　モーツァルトのピアノソナタ、ショパ
ンのノクターン、プーランクの小品他

▽会場　城山文化センター

▽入場整理券　１，０００円

▽定員　１２０名

▽連絡先　生涯学習課内芸文連事務局（内線６３３）
※販売・問合せは、午後１時以降にお願いします。



　

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
稲
城
市
の
男
性
４
２
２
名
、
女
性
４
０
９
名
、
合
計
８
３

１
名
が
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

１
月　

日
（
月
・
祝
）
に
駒
沢
学
園
記
念
講
堂
で
行
わ
れ
た
成
人

１１

式
に
は
晴
れ
着
姿
の
新
成
人
が
集
い
、
恩
師
を
は
じ
め
、
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
旧
友
た
ち
と
大
人
に
な
っ
た

喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
式
典
の
企
画
・
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
成
人
式
実
行
委
員

の
８
名
が
、
昨
年
の
夏
か
ら
着
々
と
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

紙
面
で
は
、
式
典
当
日
の
新
成
人
代
表
の
あ
い
さ
つ
を
ご
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
実
行
委
員
の
二
人
か
ら
成
人
に
な
っ
た
感
想
や
抱
負

な
ど
に
つ
い
て
、
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
て
か
ら
早
二
十
年
、
私
た

ち
は
今
日
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
。

今
日
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
人
が
二

十
年
と
い
う
年
月
を
過
ご
し
、
そ
の

こ
と
を
胸
に
刻
み
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
長
い
人
生
を
歩
ん
で
い
く
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

人
の
寿
命
が
八
十
年
く
ら
い
だ
と

す
る
と
そ
の
四
分
の
一
を
過
ご
し
て

き
て
、
ま
だ
こ
の
三
倍
分
の
人
生
が

あ
る
と
考
え
る
と
、
人
の
一
生
と
い

う
も
の
が
長
い
と
い
う
こ
と
を
感
じ

ま
す
。

　

し
か
し
、
私
は
こ
れ
ま
で
の
二
十

年
間
は
人
生
の
中
で
と
て
も
大
き
い

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
友
達
と

一
緒
に
部
活
に
打
ち
込
ん
だ
り
、
遊

ん
だ
り
、
親
と
け
ん
か
し
た
り
、
一

人
で
悩
ん
で
み
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た

な
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は
、
周
り

で
支
え
く
れ
た
両
親
・
恩
師
・
先
輩

方
や
、
一
緒
に
歩
ん
で
き
た
友
人
達

の
存
在
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
し
た
が
、
今
日
と
い
う
日
を

迎
え
て
み
る
と
、
そ
う
し
た
方
々
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
が
自
然
に
わ
い
て

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
未
来
に
対
し
て
は
、

私
自
身
、
明
日
、
明
後
日
に
す
ぐ
に

変
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、

少
し
ず
つ
自
分
の
信
じ
た
大
人
に
変

わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

に
希
望
を
も
っ
て
、
周
り
で
支
え
て

く
れ
た
人
た
ち
と
共
に
歩
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
と
り

あ
え
ず
今
日
は
過
去
を
振
り
返
る
の

で
は
な
く
未
来
を
見
つ
め
る
の
で
も

な
く
、
周
り
の
仲
間
た
ち
と
今
日
と

い
う
日
を
祝
っ
て
、
今
を
楽
し
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
が
、
希
望
に

あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
て
、

新
成
人
を
代
表
し
て
の
挨
拶
と
し
ま

す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
二
十

歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人

が
加
入
し
ま
す
。学
生
で
あ
っ
て
も
、

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
等
公
的
年
金
制
度
は
、

加
入
者
が
保
険
料
を
納
め
、
老
後
や

万
が
一
の
と
き
に
経
済
的
に
支
え
合

う
社
会
保
障
制
度
で
す
。
老
後
の
生

活
基
盤
と
な
る
の
が
公
的
年
金
で
す
。

《
公
的
年
金
の
特
徴
》

・
終
身
保
障

　

老
齢
年
金
は
生
涯
に
わ
た
り
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
老
齢
年
金
以
外
に
も
保
障

　

老
後
だ
け
で
な
く
、
障
害
を
負
っ

た
と
き
、
遺
族
に
な
っ
た
と
き
に
も

保
障
が
あ
り
ま
す
。

・
財
源
は
保
険
料
と
国
の
負
担

　

給
付
に
必
要
な
財
源
は
、
皆
さ
ん

に
お
支
払
い
い
た
だ
く
保
険
料
と
国

の
負
担
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

・
年
金
額
の
調
整

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
若
い

世
代
の
保
険
料
負
担
が
過
重
な
も
の

と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
公
的
年
金
の

加
入
者
数
の
減
少
率
と
平
均
余
命（
平

均
的
な
年
金
受
給
期
間
）
の
伸
び
率

に
応
じ
た
「
ス
ラ
イ
ド
調
整
率
」
を

用
い
て
年
金
額
は
計
算
さ
れ
ま
す
。

・
税
金
の
控
除
に
な
り
ま
す

　

保
険
料
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控

除
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
月
額
１
万
４
千
６
６
０
円
で

す
。
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

に
は
「
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
」
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
所
得

の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

公
的
年
金
制
度
に
つ
い
て
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
（
社
会
保
険
庁
は
廃
止
さ

れ
、
１
月
１
日
か
ら
日
本
年
金
機
構

が
発
足
し
ま
し
た
。
）

　

稲
城
市
で
は
、
専
門
の
年
金
相
談

員
が
公
的
年
金
へ
の
質
問
や
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

二
十
歳
に
な
る
と
、
み
な
さ
ん
の

代
表
を
選
挙
で
選
ぶ
こ
と
の
で
き
る

権
利
が
与
え
ら
れ
ま
す
。こ
れ
が「
選

挙
権
」
。
そ
し
て
そ
の
後
あ
る
年
齢

に
な
る
と
、
今
度
は
選
挙
に
出
て
み

ん
な
の
代
表
に
な
る
資
格
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
が
「
被
選
挙
権
」
。
ど
ち

ら
も
私
た
ち
み
ん
な
が
、
よ
り
よ
い

社
会
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

定
め
ら
れ
た
、
大
切
な
権
利
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
家
族
や
地
域
、
学
校

や
職
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
や

社
会
を
良
く
す
る
た
め
に
は
、
私
た

ち
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
く
れ
る
代

表
者
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
代
表
者

を
決
め
る
の
が
「
選
挙
」な
の
で
す
。

　

選
挙
は
、
私
た
ち
が
政
治
に
参
加

す
る
最
も
重
要
か
つ
基
本
的
な
機
会

で
す
。
ど
の
様
な
社
会
に
し
て
い
き

た
い
の
か
自
分
の
意
見
を
示
す
一
票

を
権
利
と
し
て
与
え
ら
れ
、
同
時
に

そ
れ
に
対
す
る
責
任
を
も
負
っ
て
い

ま
す
。
た
か
が
一
票
、
さ
れ
ど
一
票

で
す
。
一
票
一
票
の
積
み
重
ね
が
政

治
を
動
か
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ

な
た
の
一
票
が
あ
な
た
の
未
来
に
つ

な
が
る
の
で
す
。

　

社
会
の
一
員
と
し
て
、
自
分
の
街

に
愛
着
を
持
ち
、
住
み
よ
い
街
に
し

て
い
こ
う
と
主
体
的
に
か
か
わ
り
、

自
信
を
持
っ
て
参
加
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
二
十
歳

代
の
方
に
、
投
票
立
会
人
や
選
挙
事

務
を
経
験
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
政

治
・
選
挙
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
こ
う
と
、
選
挙
の
際
に
募
集
を
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

成成

人人

式式

二
十
歳
に
な
っ
た
ら

二
十
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入

国
民
年
金
に
加
入

保
険
年
金
課
年
金
係

社社
会会
のの
一一
員員
とと
しし
てて

主主
体体
的的
にに
かか
かか
わわ
ろろ
うう

選
挙
管
理
委
員
会

私
た
ち
の
未
来

私
た
ち
の
未
来

（
新
成
人
代
表
挨
拶
）

（
新
成
人
代
表
挨
拶
）

成成
人
式
実
行
委
員
会

委
員
長

人
式
実
行
委
員
会　

委
員
長　

大
川

涼
平

大
川　

涼
平

宮
本　

悠
紀

渋
谷　

美
樹

佐
々
木　

望

栗
田　

幹
也

木
村　

勝
利

大
川　

涼
平

原　
　
　

匡

塩
崎　
　

徹

平平成成2２2２年年

成人式実行委員成人式実行委員 
（（８８名）名）

　

「
二
十
年
後
の
自
分
は
何
を
し
て

い
る
ん
だ
ろ
う
？
」

　

二
十
歳
に
な
っ
て
ふ
と
、
考
え
ま

し
た
。
ま
だ
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ

し
か
持
て
な
い
の
は
事
実
で
す
。
そ

れ
で
も
、
た
ぶ
ん
仕
事
を
し
て
い
る

だ
ろ
う
し
、
も
し
か
し
た
ら
結
婚
し

て
家
庭
を
築
い
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
今
ま
で
の
二
十
年
間
と
同
様
に

た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
や
別
れ

を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

…
な
ん
て
、
こ
ん
な
こ
と
を
真
面

目
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
�
成
長
し
た
�
っ
て
い
う
こ
と

な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
楽
し
か
っ

た
こ
と
、
悲
し
か
っ
た
こ
と
、
つ
ら

か
っ
た
こ
と
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、

様
々
な
経
験
が
私
に
影
響
を
与
え
、

成
長
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

今
の
自
分
、
昔
の
自
分
、
そ
し
て

将
来
の
自
分
。
置
か
れ
て
い
る
環
境

は
違
っ
て
い
て
も
、
そ
こ
に
は
何
か

し
ら
の
つ
な
が
り
が
あ
る
の
か
な
と

思
い
ま
す
。
今
の
自
分
が
頑
張
っ
た

こ
と
は
、
将
来
の
自
分
に
必
ず
返
っ

て
く
る
し
、
そ
の
逆
も
同
じ
。
人
そ

れ
ぞ
れ
目
指
し
て
い
る
も
の
が
あ
っ

た
り
、
夢
が
あ
っ
た
り
す
る
と
思
い

ま
す
が
、
私
は
将
来
の
自
分
の
た
め

に
�
今
�
と
い
う
時
間
を
大
切
に
し

て
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
と
昔
と
将
来
と

今
と
昔
と
将
来
と

木
村

勝
利

　
　

木
村　

勝
利

　

時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
私

た
ち
は
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
。
幼

い
頃
は
二
十
歳
に
な
れ
ば
立
派
な
人

間
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
を
思
い
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
ま
だ

ま
だ
未
熟
で
あ
り
、
大
人
へ
の
第
一

歩
を
踏
ん
だ
に
す
ぎ
な
い
と
感
じ
ま

す
。

　

今
ま
で
は
未
成
年
と
い
う
こ
と
で

許
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
て
も
、

大
人
へ
の
第
一
歩

大
人
へ
の
第
一
歩

渋
谷

美
樹

渋
谷　

美
樹

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
私
が
無
事
に
成
人
式
を
迎
え
ら
れ

た
の
は
、
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家

族
、
先
生
方
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の

友
達
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て

で
き
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

も
う
許
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
自
分
の
責
任
に
お
い
て

実
行
し
、
行
動
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

周
囲
か
ら
評
価
さ
れ
る
現
実
が
待
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
き
な
り
責
任
を
持
っ

た
行
動
を
、
と
言
わ
れ
て
も
す
ぐ
に

で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
私
た
ち
に
必
要
な
の
は
、

大
人
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
自
覚
を
少

し
ず
つ
で
も
持
っ
て
い
く
こ
と
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
が
今
日
成
人
式
を
迎
え
ら

れ
た
の
は
、
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ

た
両
親
や
、
ど
ん
な
と
き
も
支
え
て

く
れ
た
友
達
、
先
生
方
な
ど
周
り
の

方
々
の
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

そ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
感
謝
を
し
つ

つ
、
責
任
を
持
っ
た
行
動
を
し
立
派

な
大
人
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



■早寝、早起き、朝ごはん
■自分から学習、自分から読
書、家族の中の 一 仕事

いち

■しつけの継続
あいさつ、言葉づかい、態度
善悪の判断「ダメなものはダ
メ！」
危険の予知・回避　など

家 庭 で は
■手をかけ、目をかけ、声を
かけあい、お互いさまで

■地域行事、伝統行事、地域
活動、ボランティア活動へ
の参加

■自助・共助・公助の実践

地 域 で は

学 校 で は

■多様な学び、基礎学力の定着　■社会性の育成　■心身の充実、バランス

稲城エデュケーションプログラム

パブリックプラン（市内全校が共通で取り組むプログラム）

マイプラン（各校が独自に取り組むプログラム）

連　携本物との出会い基礎・基本の徹底

“教育は市民総がかりで”〈国・東京都の学力調査結果〉

学
校
教
育
だ
よ
り

学
校
教
育
だ
よ
り
教育部教育部
指導室指導室

11内線内線６２４６２４

　平成１８年度より、東京都教育委員会では、各教科等で身に付けた
知識や技能、思考力や判断力等を相互に関連付け、日常生活や学校
生活などにおける問題場面において総合的に働くかどうか、その実
現状況を見るための「問題解決能力等に関する調査」を実施してい
ます。

　「問題解決能力等に関する調査」結果の経年変化【平均正答率】

　平成１９年度より、文部科学省による全国学力・学習状況調査が実施されました。
　この調査は、児童・生徒の学力・学習状況、生活習慣等の相関関係を把握・分析することにより、教育課程や指導方法の改善等、学校の取り組みはもとより、家庭・
地域との連携を含めて、児童生徒の学習、生活状況の改善等を進めることを目的としています。

　以上の調査結果からも明らかなように、学校・家庭・地域
が一体となって進めている稲城の教育は、確実に子どもたち
の「生きぬく力」の育成に効果をあげており、このことはま
た、教育が本来あるべき方向性であると言えます。
　子どもたちの「学ぶ力」は、学ぶ前提条件（「早寝、早起
き、朝ごはん」など）とともに学びの環境（人間関係や情緒
の安定など）が整ったとき本来の力となりますし、また「学
力」は、個人として生涯学び続ける基盤としてだけでなく、
長じて社会の一員として貢献できる力として身に付けさせた
いと考えております。この考えに立ち、学校では、毎年これ
らの調査結果に基づき、学習内容や授業の改善に努めており、
また、家庭・地域との連携の中で、学力の向上や基本的な生
活習慣などの育成を図っています。このような教育を展開し
ていけば、子どもたちは更に確かな力を身に付けるとともに
人間としても成長してくれるものと確信します。
　今後も、中学校卒業後およそ９９％の生徒が市外の学校等に
進学することや、新しい市民となる方々を迎え続ける中で、
学校・家庭・地域が、それぞれの役割を果たし、互いにその
機能を補完しあい、協調しあって市民の皆様にお力をいただ
きながら、稲城で育った証の「心の原風景」をもった子ども
の育成を「稲城の教育は市民総がかりで」取り組んでまいり
たいと考えております。

※国語Ａ（主として「知識」に関する問題）、国語Ｂ（主として「活用」に関する問題）
※算数・数学Ａ（主として「知識」に関する問題）、算数・数学Ｂ（主として「活用」に関する問題） 

※結果を受けて、子ども自身においては自ら学ぶ意識が育ってきたことや、学校体制においては指導法の改善、校内ＯＪＴ（校内における教員の日常的な研修体制）の活性化、稲城
市独自の小学校教育補助員や特別支援指導補助員の配置による少人数指導の充実等が、成果となって表れていることがわかります。

※調査結果の一部ではありますが、学校を核として家庭、地域の方々のお力をいただいた総力の和が、子ど
もに成果となって表れてきていることがわかります。

「近所の人に会ったときには、あいさつをしていますか」の質問事項について、「当てはまる」「どちらか
といえば、当てはまる」割合の経年変化（小学校第６学年・中学校第３学年）

「全国学力・学習状況調査」における「意識調査」の結果の経年変化（例）

「朝食を毎日食べていますか」の質問事項について、「している」「どちらかといえば、している」割合の
経年変化（小学校第６学年・中学校第３学年）

「全国学力・学習状況調査」の結果の経年変化【平均正答率】

　稲城市教育委員会では、「教育は市民総がかりで」を理念として、
これまで、学校、家庭、地域が力強く連携し、子どもたちに「生きぬ
く力」を育てる教育を進めてまいりました。
　学校では、市内の小・中学校が共通して取り組む骨格型の教育プロ
グラムである「稲城エデュケーションプログラム」に基づき、「基礎・
基本の徹底」「本物との出会い」「連携」の３つをキーワードとして、
各学校が創意ある教育活動を展開するとともに、小学校第５学年の「稲
城ふれあいの森宿泊体験学習」、小学校第６学年・中学校第１学年の
「野沢温泉村宿泊体験学習」や中学校第２学年の「連合スポーツ大会」、
中学校第３学年の「京都・奈良修学旅行」「青年期のパスポート」な
どを内容とする「人間形成プログラム」を通して、１０年後、２０年後の
将来を見通した善き未来への創り手としての市民性・社会性の育成に
も努めております。
　また、家庭では、稲城市立学校ＰＴＡ連合会の方々からご提案いた
だき、「早寝、早起き、朝ごはん」や「自分から学習、自分から読書」
そして「家族の中の一仕事」等による基本的な生活習慣の定着にご尽
力をいただいております。そして、地域では、地域教育懇談会からの
ご意見で、「手をかけ、目をかけ、声をかけあい、お互いさまで」の
取り組みを進めていただき、様々な地域行事等の中で、子どもたちを
育てていただいているところです。
　特に、本年度から本格実施を始めた土曜日授業では、その機会を活
用し、保護者や地域の方々にこれまで以上に教育活動を参観していた
だき、教育内容について理解を深めていただくとともに、ゲストティ
ーチャーとして教育活動にお力をいただいたり、学校が地域へ出向き、地域から様々な
ことを学ばせていただいたりする教育を一層進めております。また、今年から始めたも
のとして１１月には市内の小・中学校が青少年育成地区委員会の方々の指導のもと、「環
境浄化パトロール」に参加し、小学生と中学生が一緒になって、保護者や地域の方々と
ともに、自分たちが暮らす各地区の美化活動に取り組みました。
　このような市民総がかりの教育という理念に基づいた、学校、家庭、地域が一体とな
った教育活動の取り組みは、子どもたちの学力ばかりでなく、基本的な生活習慣や生き
方観についても成果となって表れてきており、問題行動・不登校等も極々少なく、児童
生徒の生活も安定したものになっております。そして、これらのことは、文部科学省が
平成１９年度より実施している「全国学力・学習状況調査（小６・中３）」と、東京都教
育委員会が実施している「児童・生徒の学力向上を図るための調査（問題解決能力等に
関する調査）（小５・中２）」の結果からも、その成果は明らかになっております。
　以下に、二つの調査の主な結果について、過去３年間の経年変化を含め、お知らせい
たします。

平成平成２１２１年度 稲城市における子どもを育てる教育年度　稲城市における子どもを育てる教育
＝教育は市民総がかりで＝　＝教育は市民総がかりで＝

稲城市の教育活動における稲城市の教育活動における

““３３つの柱”つの柱”
保幼小中を貫く
教育・連携の推進

「生きぬく力」
の育成の推進

持続可能な学びを育む
学校づくりの推進

（小学校第６学年）算数（Ａ＋Ｂ）
平成２１年度平成２０年度平成１９年度
１３４．５１２３．８１４５．７全国
１３８．４１２９．９１４９．４東京都
１３８．７１３５．４１５０．１稲城市

５／４７２／４７７／４７４７都道府県に当ては
めた稲城市の位置

（小学校第６学年）国語（Ａ＋Ｂ）
平成２１年度平成２０年度平成１９年度　
１２３．５１１５．９１４３．７全国
１２５．２１２２．６１４８．８東京都
１２４．９１３０．４１４９．８稲城市

９／４７２／４７７／４７４７都道府県に当ては
めた稲城市の位置

小学校第５学年

平成２０年度平成１９年度平成１８年度　
６０．２５９．８７１．０東京都
６３．９６１．５７２．８稲城市

１２／４９２０／４９１６／４９都内（４９区市）での位置

中学校第２学年

平成２０年度平成１９年度平成１８年度　
６９．２５６．３７３．４東京都
７２．４５７．７７４．７稲城市

９／４９１７／４９２０／４９都内（４９区市）での位置

〈問題解決能力等に関する調査：東京都教育委員会〉〈問題解決能力等に関する調査：東京都教育委員会〉

〈全国学力・学習状況調査：文部科学省〉〈全国学力・学習状況調査：文部科学省〉

（中学校第３学年）国語（Ａ＋Ｂ）
平成２１年度平成２０年度平成１９年度　
１５１．５１３５．６１５３．６全国
１５０．８１３４．９１５３．６東京都
１５６．４１３８．４１５３．６稲城市

９／４７９／４７２９／４７４７都道府県に当ては
めた稲城市の位置

（中学校第３学年）数学（Ａ＋Ｂ）
平成２１年度平成２０年度平成１９年度　
１１９．６１１３．９１３２．５全国
１１９．４１１１．５１３２．０東京都
１２７．８１１７．４１３４．３稲城市

６／４７１２／４７２２／４７４７都道府県に当ては
めた稲城市の位置
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歌
え
る
尺
八
を
始
め
よ
う
！

 
一  
音  
会 

い
っ 
と
ん 
か
い

▼
期
日　

練
習
日　

第
二
・
四
土
曜

日
（
午
前　

時
〜
正
午
）
、
自
主
練

１０

「
い
な
ぎ
藍
の
風
」

太
鼓
・
笛
の
演
奏
隊
員
募
集
！

稲
城
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
・
ソ
ー
ラ
ン
事
務
局

▼
期
日　

土
曜
日
（
月
２
回
程
度
）

▼
時
間　

午
後
１
時
〜
３
時
半
▼
会

場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

成
人
▼
参
加
費　

三
〇
〇
円（
各
回
）

▼
連
絡
先　

宮
森
1（　

）７
２
３
７

３７７

楽
し
く
学
ぼ
う
英
会
話

Ａ
Ｂ
Ｃ
英
会
話

▼
期
日　

第
一
・
三
土
曜
日
▼
時
間

午
後
２
時
〜
３
時
半
▼
会
場　

中
央

文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

成
人
▼
会

費　

一
、五
〇
〇
円（
月
額
）
▼
教
材

費　

一
、〇
〇
〇
円（
初
回
）
※
見
学

歓
迎
で
す
。▼
連
絡
先　

高
橋
1（　

）
３７７

５
７
２
６

変
わ
り
糸
で
ボ
レ
ロ
を

編
み
ま
し
ょ
う

手
編
み
の
会

　

ヘ
チ
マ
衿
の
ボ
レ
ロ
を
メ
リ
ヤ
ス

編
で
編
み
ま
す
。
初
心
者
の
方
で
も

編
め
る
素
敵
な
ボ
レ
ロ
で
す
。

▼
期
日　

１
月　

日　

、
２
月
２
日

２６

（火）

　

▼
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時
▼
会

（火）場　

矢
野
口
防
災
セ
ン
タ
ー
▼
対
象

成
人
▼
参
加
費　

四
、〇
〇
〇
円（
材

料
費
）
▼
連
絡
先　

茂
木
1（　

）０
３７８

９
１
７

エ
ッ
コ
ロ
ひ
ろ
ば

冬
の
薬
膳
〜
季
節
の
養
生
法
〜

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
ま
ち
稲
城

人
形
劇
「
コ
ロ
ち
ゃ
ん
の

ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

矢
の
口
幼
稚
園
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
く
ら
ぶ

　

毎
年
好
評
な
、
こ
ぐ
ま
座
に
よ
る

人
形
劇
で
す
。
お
友
だ
ち
を
誘
っ
て

ぜ
ひ
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

１
月　

日　

▼
時
間　

午

２０

（水）

後
２
時
〜
３
時
（
１
時
半
受
付
）
▼

会
場　

矢
の
口
幼
稚
園
子
ど
も
の
森

ホ
ー
ル
▼
対
象　

未
就
園
児
▼
入
場

料　

無
料
▼
そ
の
他　

直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
雨
天
実
施
。
▼

連
絡
先　

学
校
法
人
子
ど
も
の
森　

矢
の
口
幼
稚
園
1（　

）７
６
５
４

３７７

ブ
ラ
ス
ナ
イ
ト
２
０
１
０

稲
城
市
青
少
年
吹
奏
楽
団

　

毎
年
の
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
ブ

ラ
ス
ナ
イ
ト
の
冬
期
演
奏
会
で
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
開
放
に
あ
た
り
、

団
体
登
録
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象　

主
に
都
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
す
る
方
で
構
成
さ
れ
た　

名
以

１０

上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
活
動
団
体

▽
運
動
種
目　

サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
軟
式
野
球
（
少
年
）

▽
申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
等
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、１
月　

日（
消

３１

印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
。

※
登
録
要
件
、
申
請
方
法
等
の
詳
細

は
、
電
話
又
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.w
akabasogo

‐h.
m
etro
.to
kyo
.jp
/

）
を
参
照
。

▽
申
請
・
問
合
せ　

都
立
若
葉
総
合

高
等
学
校
「
施
設
開
放
担
当
」〒　

・
２０６

　

稲
城
市
坂
浜
１
４
３
４
の
３
、
1

０８２２（　

）０
３
０
０

３５０ 都
立
若
葉
総
合
高
等
学
校

ググ
ラ
ウ
ン
ド
開
放
の

ラ
ウ
ン
ド
開
放
の

団
体
登
録

団
体
登
録

　
　

月　

日　

に
消
防
署
講
堂
に
お

１１

２９

（日）

い
て
顕
彰
式
典
と
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
青
少
年
育
成
地
区

委
員
会
で
長
年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

方
々
に
青
少
年
問
題
協
議
会
会
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

◆
感
謝
状
受
賞
者

◎
八
田
和
美
氏
（
東
長
沼
地
区
）

◎
佐
藤
祐
子
氏
（
東
長
沼
地
区
）

◎
松
永　

健
氏
（
大
丸
地
区
）

◎
村
川
正
子
氏
（
大
丸
地
区
）

◎
細
谷　

浩
氏
（
百
村
地
区
）

◎
雪
下
敦
子
氏
（
長
峰
地
区
）

　

第
二
部
で
は
、
心
の
東
京
革
命
・

出
前
講
演
会
に
よ
る
『
地
域
の
子
ど

も
は
地
域
で
育
て
る
』
を
テ
ー
マ
に

心
理
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
星
一
郎
さ
ん
を

お
招
き
し
て
、
心
の
観
点
か
ら
青
少

年
健
全
育
成
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話

　

子
ど
も
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー

事
業
は
、
地
域
や
市
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
り
、
夏
休
み
な
ど
に
博
物

館
に
行
っ
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
す

る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
す
る
事

業
で
す
。
第
六
小
学
校
五
年
生
野
崎

 
真  
惟  
子 
さ
ん
、
第
四
小
学
校
四
年
生

ま 

い 

こ

の
高
橋 
海  
輝 
さ
ん
と
同
小
学
校
一
年

み
つ 

き

生
高
橋 
隼  
翔 
さ
ん
兄
弟
が
１
０
０
ポ

は
や 

と

イ
ン
ト
を
獲
得
し
ま
し
た
。　

月
９

１２

日
に
教
育
長
か
ら
「
子
ど
も
博
士
号

の
認
定
状
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

本
格
俳
句
を
目
指
し
、楽
し
く
、

か
つ
有
益
な
俳
句
会
で
す

 
往  
還 
俳
句
会

お
う 
か
ん

▼
期
日　

毎
月
第
三
金
曜
日（
句
会
）

▼
時
間　

午
後
１
時
〜
５
時
▼
会
場

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
他
▼
内
容　

句

会
・
吟
行
会
▼
対
象　

ど
な
た
で
も

▼
会
費　

三
、〇
〇
〇
円（
月
額
）
▼

連
絡
先　

三
浦
1（　

）７
２
４
８

３３１

イ
ギ
リ
ス
人
の
講
師
に
よ
る
英
会
話

ス
パ
ロ
ー
ズ

▼
期
日　

火
曜
日
（
不
定
期
）
▼
時

間　

午
後
８
時
〜
９
時
半
▼
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
（
四
月
か
ら
は

第
四
文
化
セ
ン
タ
ー
）
▼
対
象　

大

学
生
以
上
▼
参
加
費　

四
、〇
〇
〇
円

（
月
額
）
▼
連
絡
先　

瀬
古
口
1　
０９０

（
６
５
２
８
）３
８
８
６

中
高
年
ゆ
っ
た
り
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

稲
城
市
ス
キ
ー
連
盟

　

富
士
見
高
原
で
ス
キ
ー
と
温
泉
を

堪
能
し
ま
し
ょ
う
！

　

若
い
頃
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た

方
、
今
ま
で
機
会
が
な
く
こ
れ
か
ら

始
め
る
に
は
こ
の
年
齢
で
は
と
思
っ

て
い
る
方
、
ぜ
ひ
！
こ
の
ツ
ア
ー
に

参
加
し
て
中
高
年
デ
ビ
ュ
ー
を
し
ま

し
ょ
う
！
連
盟
ス
タ
ッ
フ
が
親
切
・

ス
コ
ー
レ
子
育
て
力
Ｕ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー

「
生
き
る
力
」と「
社
会
性
」を
育
て
る

社
団
法
人
ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育
振
興
協
会

　
　
　
　
　
　
　

稲
城
地
区
実
行
委
員
会

　

生
き
て
い
く
う
え
で
大
切
な
の
が
、

「
生
き
る
力
」
と
「
社
会
性
」
で
す
。

こ
の
二
つ
を
育
て
て
い
く
た
め
に
、

親
は
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
、
一
緒

に
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日　

２
月
５
日　

▼
時
間　

午

（金）

前　

時
〜　

時
半
▼
会
場　

地
域
振

１０

１１

興
プ
ラ
ザ
▼
対
象　

市
民
で
、
幼
児

か
ら
思
春
期
の
子
供
を
持
つ
母
親
▼

参
加
費　

無
料（
要
申
込
）▼
連
絡
先

桜
井
1　
（
８
０
４
１
）８
８
５
６

０９０

し
を
聞
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

▽
主
催
・
問
合
せ　

協
働
推
進
課
・

生
涯
学
習
課

キ
ッ
ズ
体
操
教
室
体
験
会

　

人
間
の
体
の
発
達
の
過
程
に
沿
っ

た
運
動
神
経
の
発
達
を
促
す
運
動
を

行
う
教
室
で
す
。

▽
期
日　

２
月
３
日　

▽
時
間　

午

（水）

後
４
時
〜
５
時
▽
場
所　

総
合
体
育

館
▽
定
員　
　

名
（
先
着
順
）
▽
対

１５

象　

３
〜
６
歳
児
（
幼
稚
園
年
少
〜

年
長
）▽
費
用　

会
員　

五
〇
〇
円
、

非
会
員　

七
〇
〇
円
▽
持
ち
物　

飲

み
物
、
運
動
し
や
す
い
服
装
、
室
内

履
き
は
不
要
で
す
。

▽
申
込
方
法　

参
加
者
氏
名
、住
所
、

年
齢
、
性
別
、
参
加
事
業
名
、
連
絡

先
（
緊
急
時
対
応
）、
を
明
記
の
上
、

左
記
に
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

in
ag
i

‐i.clu
b
@
n
ifty.co

m

、
1
・

5（　

）８
８
６
６

３３１
※
現
在
指
導
者
（
特
に
、
子
ど
も
の

指
導
に
興
味
が
あ
る
方
）
の
募
集
も

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
合

せ
下
さ
い
。

※
毎
週
火
〜
土
曜
日
の
午
前　

時
半

１１

〜
午
後
４
時
に
総
合
体
育
館
２
階
で

事
務
所
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

新
春
恒
例

　

稲
城
市
民
か
る
た
大
会

稲
城
市
か
る
た
協
会

　

小
倉
百
人
一
首
か
る
た
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
腕
に
自
信
の
あ
る
方
も

初
め
て
の
方
も
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

ご
一
緒
に
新
春
の
１
日
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

▼
期
日　

２
月
７
日　

▼
時
間　

午

（日）

前
９
時
半
〜
午
後
４
時
（
受
付
は　
１０

時
迄
）
▼
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ

ー
▼
対
象　

ど
な
た
で
も
▼
参
加
費

当
日
申
込
み
で
五
〇
〇
円
▼
連
絡
先

川
野
1（　

）４
３
７
５

３７７

平
成　

年
度
青
少
年
育
成

２１

地
区
委
員
会
合
同
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た

▲野崎
　真惟子さん

▼

高
橋
海
輝
さ
ん

　

高
橋
隼
翔
さ
ん

　

「
む
ず
か
し
く
な
い
薬
膳
の
話
」

で
、
心
と
体
と
自
然
が
す
べ
て
つ
な

が
っ
て
い
る
と
実
感
。
奥
深
い
話
を

わ
か
り
や
す
く
学
べ
ま
す
。

▼
期
日　

１
月　

日　

▼
時
間　

午

１９

（火）

前　

時
〜
正
午
▼
会
場　

�
プ
ラ
ザ

１０
▼
対
象　

ど
な
た
で
も
▼
定
員　
　
２０

名
▼
参
加
費　

無
料
▼
連
絡
先　

生

活
ク
ラ
ブ
生
協
1　
（　

）４
３
７
２

０４２
７９８

あ
い

「
子
ど
も　

ポ
イ
ン
ト
ラ

１００

リ
ー
事
業
」
で　

人
目
の

６５

子
ど
も
博
士
誕
生
！

講
演
会

「
食
べ
る
こ
と　

生
き
る
こ
と
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
支
え
あ
う
会
み
の
り
・　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
れ
あ
い
広
場
ポ
ー
ポ
ー
の
木

　

噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
の
意
義
、
口

腔
ケ
ア
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
講
演
会
で
す
。

▼
期
日　

２
月
７
日　

▼
時
間　

午

（日）

後
１
時
半
開
演
▼
会
場　

城
山
文
化

セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

食
事
サ
ー
ビ
ス

活
動
従
事
者
を
は
じ
め
と
す
る
介
護

事
業
従
事
者
の
方
、
関
心
の
あ
る
一

般
市
民
▼
講
師　

五
島　

朋
幸
氏

（
訪
問
歯
科
医
）▼
定
員　
　

名（
先

１５０

着
順
）
▼
参
加
費　

三
〇
〇
円
▼
共

催　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

い
な
ぎ
▼
連
絡
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
支

え
あ
う
会
み
の
り
事
務
局
1（　

）８
３７８

習
日　

毎
週
水
曜
日
（
午
後
７
時
〜

　

時
）
▼
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ

１０ー
▼
対
象　

ど
な
た
で
も
▼
そ
の
他

尺
八
は
塩
ビ
管
で
自
作
も
可
。
▼
会

費　

一
、五
〇
〇
円（
月
額
）
▼
連
絡

先　

長
谷
川
1（　

）９
５
９
６

３０７

ひ
も
だ
け
の
着
付
け紬

の
会

▼
期
日　

第
四
火
曜
日
▼
時
間　

午

前
９
時
半
〜　

時
半
▼
会
場　

中
央

１１

文
化
セ
ン
タ
ー
▼
会
費　

一
、〇
〇
〇

円
（
月
額
）▼
連
絡
先　

河
合kim

o
n
o
@
kaw
ai.m
im
o
za.jp

丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
。

▼
日
程　

２
月　

日　

〜　

日　

▼

２０

（土）

２１

（日）

場
所　

長
野
県
富
士
見
高
原
▼
定
員

　

名（
先
着
順
）
▼
参
加
費　

二
三
、

２５〇
〇
〇
円
（
バ
ス
代
一
泊
二
食
）
▼

連
絡
先　

阿
部
1（　

）３
８
７
９

３３１

第　

回
国
際
交
流

２０

　

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

稲
城
国
際
交
流
の
会

　

恒
例
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
ゲ
ー
ム

や
踊
り
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
外
国
の

方
、
一
般
の
方
、
誰
で
も
歓
迎
。
気

軽
に
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

▼
期
日　

１
月　

日　

▼
時
間　

午

２４

（日）

前　

時
〜
午
後
２
時
▼
会
場　

城
山

１０
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
参
加
費　

料
理
一

品
持
ち
よ
り
又
は
五
〇
〇
円
▼
連
絡

先　

石
黒
1（　

）４
０
２
３

３７７

社
交
ダ
ン
ス
無
料
講
習
会

ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス 
輝 

か
が
や
き

　

ワ
ル
ツ
・
タ
ン
ゴ
・
ジ
ル
バ
等
の

ダ
ン
ス
基
礎
で
体
を
動
か
し
て
、
健

康
増
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日　

１
月　

日
〜
２
月
４
日
の

２１

木
曜
日　

１
回
で
も
可
▼
時
間　

午

後
１
時
半
〜
３
時
▼
会
場　

第
三
文

化
セ
ン
タ
ー
▼
講
師　

全
日
本
ダ
ン

ス
教
師
ス
ポ
ー
ツ
協
議
会
公
認
講
師

▼
対
象　

成
人
男
女
（
女
性
歓
迎
）

▼
連
絡
先　

小
沢
1（　

）８
８
２
０

４０１

▼
期
日　

１
月　

日　

▼
時
間　

開

３１

（日）

場
午
後
１
時
半　

開
演
午
後
２
時
▼

会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
曲
目

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
・
ノ
ビ
リ
ッ
シ
マ
、

「
も
の
の
け
姫
」
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

他
▼
入
場
料　

無
料
▼
連
絡
先　

ina
su
i@
in
asu
i.n
et

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
入
門

パ
ソ
コ
ン
楽
ら
く
ク
ラ
ブ

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
や
メ
ー
ル

の
送
受
信
を
体
験
し
な
が
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

▼
期
日　

２
月
４
日　

▼
時
間　

午

（木）

後
１
時
〜
４
時
▼
会
場　

中
央
文
化

セ
ン
タ
ー
▼
費
用　

一
、〇
〇
〇
円

▼
定
員　
　

名
（
先
着
順
）
▼
申
込

１５

み　

１
月　

日　

・　

日　

・　

日

２１

（木）

２８

（木）

２３

　

・　

日　

の
午
前
９
時
半
〜
正
午
。

（土）
３０

（土）

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
室
へ
費
用

を
添
え
て
申
込
み
下
さ
い
。
▼
そ
の

他　

パ
ソ
コ
ン
持
込
可
。
▼
連
絡
先

藤
田
1　
（
３
１
３
０
）５
８
２
４

０９０

第　

回
１７

「
い
ろ
り
ば
た
」の
つ
ど
い

語
り
の
会
「
い
ろ
り
ば
た
」

　

会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
で
、
昔

話
や
語
り
・
詩
な
ど
を
楽
し
ん
で
学

ん
で
い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
施
設
や

小
学
校
で
沢
山
の
方
々
に
聞
い
て
い

た
だ
く
活
動
も
し
て
い
ま
す
。
年
一

回
の
「
つ
ど
い
」
に
皆
様
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

２
月　

日　

▼
時
間　

午

２１

（日）

後
１
時
半
〜
３
時
頃
▼
会
場　

地
域

振
興
プ
ラ
ザ
▼
内
容　

昔
話
他
▼
対

象　

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
▼
入
場

料　

無
料
▼
連
絡
先　

荻
原
1（　

）
３７８

８
１
７
９

７
５
７

総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域

合
型
地
域
スススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
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ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ�

ク
ラ
ブ�

ク
ラ
ブ�



展示コーナー
平成２１年度いなぎ子ども体験塾　活動・作品展
　昨年５月から始まった平成２１年度いなぎ子ども体験
塾に延べ８００人余の子どもたちが参加しました。
　多くの先生方に教えていただいて、色々な体験がで
きました。活動の様子や子どもたちの作品を是非、ご
覧になって下さい。

▽期間　２月６日（土）～２月２１日（日）
※体験塾参加者は、１月３１日（日）までに、作った作品
を体験館に持ってきてください。
大人体験塾のお誘い
自分への楽しい時間をプレゼント　シルクストールの染色
（水で簡単に染まるニューパステロン染料使用）

▽日時　２月１９日（金）午前１０時～午後２時

▽会場　城山体験学習館工房室

▽講師　若井　睦子氏

▽受講料　２，５００円

▽持ち物　洗面器・ゴム手袋 ･エプロン ･雑巾・菜ば
し・ビニール袋（持ち帰り用）・弁当

▽定員　１６名（先着順）

▽主催　ＮＰＯ法人クラフトボランティアＪＯＹ
※電話で予約を受け付けます。

▽予約・問合せ　城山体験学習館

城 山 体 験 学 習 館 光
る
生
き
物　
　
　
　
　

池
田
圭
一

史
上
最
強
図
解
よ
く
わ
か
る
建
築
基

準
法　
　
　
　
　
　
　
　

大
脇
賢
次

航
空
機
は
誰
が
飛
ば
し
て
い
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

轟
木
一
博

２２月月 映画会　映画会『『ユユキキエエ』』
監督：松井久子
主演：倍賞美津子

▽期日　２月６日（土）

▽開場　午後１時４５分

▽上映　午後２時～３時半頃

▽会場　城山体験学習館
　　　　視聴覚室

▽対象　一般・１００名（先着順）

　

中
央
図
書
館
で
は
、
ヤ
ン
グ
ア
ダ

ル
ト
の
広
報
誌
「
ポ
ル
タ
ー
ダ
」
の

編
集
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
中
高
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
も
大
歓
迎
で

す
。ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
申
込
・
問
合
せ　

中
央
図
書
館

in
ag
ilib
@
lib
rary.in

ag
i.to
kyo
.jp

　

数
々
の
作
品
の
ポ
ッ
プ
を
手
が
け
、

グ
ッ
ド
セ
ラ
ー
を
生
み
出
し
て
き
た

講
師
を
お
招
き
し
、
ポ
ッ
プ
制
作
に

ま
つ
わ
る
お
話
を
伺
い
ま
す
。
講
演

の
後
は
、
参
加
者
の
方
に
も
実
際
に

ポ
ッ
プ
を
制
作
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
期
日　

２
月　

日　
１４

（日）

▽
時
間　

午
後
２
時
〜

▽
場
所　

城
山
体
験
学
習
館

▽
講
師　

梅
原　

潤
一
氏

勤
務
歴　

年
を
越
え
る
ベ
テ
ラ
ン
書

２０

店
員
。
「
自
分
が
面
白
い
と
思
う
作

品
を
、
よ
り
多
く
の
人
に
読
ん
で
ほ

し
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
ポ
ッ
プ
制

作
を
始
め
る
。
著
書
に
『
書
店
ポ
ッ

プ
術　

グ
ッ
ド
セ
ラ
ー
は
こ
う
し
て

生
ま
れ
る
』
（
試
論
社　

２
０
０
６

年
）
。

▽
対
象　

中
学
生
以
上

▽
定
員　
　

名
（
市
内
の
方
優
先
）

５０

▽
持
ち
物　

ポ
ッ
プ
を
書
き
た
い
お

す
す
め
の
本
１
冊
・
筆
記
用
具

▽
申
込
み　

各
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
氏
名
・
電
話
番
号

を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館

　

大
活
字
本
と
は
、
通
常
の
活
字
の

大
き
さ
で
は
読
み
に
く
い
方
の
た
め

に
、
大
き
な
活
字
で
制
作
さ
れ
た
本

で
す
。

　

今
回
は
稲
城
市
立
図
書
館
で
所
蔵

し
て
い
る
大
活
字
本
を
一
部
ご
紹
介

し
ま
す
。
お
探
し
の
本
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
各
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日
本
人
の
手
紙
１
〜　
１０

　
　
　
　
　
　
　

紀
田
順
一
郎
監
修

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
の

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

■
教
育
委
員
会

第　

回
定
例
会
＝　

月　

日

１２

１２

１５

１
、
教
育
行
政
報
告

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
＝
１
月

２２

　

日
１９【

問
合
せ
】
教
育
部
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　

（
内
線
６
１
７
）

■
青
少
年
委
員
会　
　

１
月
７
日

　

ジ
ュ
ニ
ア
・
青
年
ワ
ー
カ
ー
セ

ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

■
体
育
指
導
委
員
協
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
８
日

　

体
育
指
導
委
員
協
議
会
研
修
に

つ
い
て

家
事
の
花
道　
　
　
　
　

近
藤
典
子

節
約
の
王
道　
　
　
　
　
　
　

林
望

鬼
平
犯
科
帳
１
〜　
　

池
波
正
太
郎

１９

大
き
な
活
字
の
三
省
堂
新
六
法

　
　
　
　
　
　
　

永
井
憲
一
ほ
か
編

い
ま
に
語
り
つ
ぐ
日
本
民
話
集
１
〜

　
　

野
村
淳
一
・
松
谷
み
よ
子
監
修

１３大
活
字
薬
の
事
典　
　
　
　
　

林
泰

簡
単
料
理
コ
ツ
の
コ
ツ
１
〜
５

　
　
　
　
　
　
　

や
ま
は
た
の
り
こ

大
き
な
文
字
の
旅
行
会
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
正
透

大
き
な
活
字
の
三
省
堂
国
語
辞
典

　
　
　
　
　
　
　

見
坊
豪
紀
ほ
か
編

人
生
の
色
気　
　
　
　
　

古
井
由
吉

夫
婦
口
論　
　
　
　
　
　

三
浦
朱
門

小
林
多
喜
二
の
手
紙　

小
林
多
喜
二

旧
友
は
春
に
帰
る　
　
　
　

東
直
己

堕
ち
て
ゆ
く　
　
　
　

岩
井
志
麻
子

フ
ァ
ミ
リ
ー
ツ
リ
ー　
　
　

小
川
糸

い
つ
か
響
く
足
音　
　

柴
田
よ
し
き

江　
　
　
　
　
　
　
　

田
渕
久
美
子

罪
と
罰
の
果
て
に　
　
　

永
瀬
隼
介

ロ
ス
ト
・
ト
レ
イ
ン　
　
　

中
村
弦

イ
ン
ビ
ジ
ブ
ル
レ
イ
ン　

誉
田
哲
也

円
朝
の
女　
　
　
　
　

松
井
今
朝
子

遥
か
な
る
水
の
音　
　
　

村
山
由
佳

ひ
な
た
弁
当　
　
　
　
　

山
本
甲
士

冬
の
夢　
　

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

ラ
ウ
ィ
ー
ニ
ア　
　

ル
＝
グ
ウ
ィ
ン

見
通
す
力　
　
　
　
　
　
　

池
上
彰

心
の
整
理
学　
　
　
　
　

加
藤
諦
三

世
界
ク
ッ
キ
ー　
　
　

川
上
未
映
子

か
ら
っ
ぽ
を
充
た
す　
　

佐
伯
一
麦

お
う
ち
で
作
る
郷
土
ご
は
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
藤
子

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
（
Ｃ
Ｄ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ブ
ク
ロ

愛
す
る
人
の
た
め
に
（
Ｃ
Ｄ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
元
順
子

感
動
の
ヴ
ァ
ン
・
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
・

コ
ン
ク
ー
ル
・
ラ
イ
ブ
（
Ｃ
Ｄ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻
井
伸
行

お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

　

幼
児
を
対
象
に
絵
本
や
紙
芝
居
等

の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
央
図
書
館　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時
半

１１

１１

第
一
図
書
館　

第
１
、
２
、
３ 

　
　
　
　
　
　

金
曜
日

第
二
図
書
館　

毎
週
水
曜
日

　
　
　

乳
児　

午
前　

時　

分
〜

１０

１５

　
　
　

幼
児　

午
前　

時　

分
〜

１０

５０

第
三
図
書
館　

毎
週
金
曜
日

第
一
、
第
三
は
午
前　

時
半
〜　

時

１０

１１

第
四
図
書
館

　

改
修
工
事
の
た
め
休
館
中
で
す
。

�
プ
ラ
ザ
図
書
館

　
　
　
　
　
　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時
半

１１

１１

幼
児
向
け

中
央
図
書
館　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
３
時
半

第
二
図
書
館　

１
月　

日　
２１

（木）

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
３
時
半

第
四
図
書
館

　

改
修
工
事
の
た
め
休
館
中
で
す
。

�
プ
ラ
ザ
図
書
館

　
　
　
　
　
　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
３
時
半

小
学
生
向
け

え

ほ

ん

の

じ

か

ん

中
央
図
書
館　

お
は
な
し
の
会

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

☆
１
月　

日　

、　

日　

２３

（土）

３０

（土）

☆
２
月
６
日　

、　

日　

（土）

１３

（土）

　
　
　
　
　
　

各
日
午
後
３
時
〜

さ
れ
、
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
代
表
的
な

活
動
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
講
演
会
･
講
座
が
行
わ

れ
ま
し
た
！

「
斉
藤
洋
氏
講
演
会
」

「
父
母
の
た
め
の
え
ほ
ん
講
座
」

「
お
は
な
し
サ
ポ
ー
ト
講
座
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

「
安
藤
パ
パ
の
パ
パ
だ
っ
て
読
み
聞

か
せ
！
」

プ
ラ
ザ
図
書
館
開
館

　

今
、
一
番
児
童
数
の
多
い
若
葉
台

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
歩
い
て
い

け
る
図
書
館
で
す
。

絵
本
コ
ー
ナ
ー
用
貸
出
セ
ッ
ト

　

絵
本
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
を
図
る
た

め
、
図
書
館
お
す
す
め
の
絵
本
約
百

冊
を
長
期
に
貸
出
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
・
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
・
第
一
児
童
館

図
書
室
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
」
の
推
進
を
図
る
た
め
、
「
稲

城
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
会
議
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
計
画
の
概
要
、

こ
の
一
年
の
取
り
組
み
、
読
書
活
動

の
実
践
報
告
等
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

　

申
し
込
み
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
関

心
の
あ
る
方
は
、
ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

２
月
６
日　
（土）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
場
所　

城
山
体
験
学
習
館

▽
問
合
せ　

第
一
図
書
館

ごご
存存
知知
でで
すす
かか
？？

大大
活活
字字
本本

　

平
成　

年　

月
に
、
「
稲
城
市
子

２０

１２

ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
が
策
定

「
稲
城
市

「
稲
城
市

子
ど
も
読
書
活
動

 

子
ど
も
読
書
活
動

推
進
会
議

　

推
進
会
議
」」
にに

お
い
で
く
だ
さ
い
！

お
い
で
く
だ
さ
い
！

鳩
山
一
族
そ
の
金
脈
と
血
脈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野
眞
一

龍
馬
と
弥
太
郎　
　
　
　

童
門
冬
二

評
伝
＊
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
将
人

ド
ル
亡
き
後
の
世
界　
　

副
島
隆
彦

介
護
認
定　
　
　
　
　
　

小
竹
雅
子

中
央
図
書
館
講
演
会

ググ
ッ
ド
セ
ラ
ー
の
仕
掛
け
人

ッ
ド
セ
ラ
ー
の
仕
掛
け
人

に
聞
く
！

に
聞
く
！

力
の
あ
る
ポ
ッ
プ
の
作
り
方

力
の
あ
る
ポ
ッ
プ
の
作
り
方

本
は
と
も
だ
ち
い
な
ぎ
の
子

本
は
と
も
だ
ち
い
な
ぎ
の
子

子

 

子
ど
も
読
書
活
動

ど
も
読
書
活
動

推
進
へ
の
取
組
み

推
進
へ
の
取
組
み

　

「
稲
城
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

学
校
図
書
館
活
性
化
検
討
会

　

学
校
図
書
館
を
整
備
し
、
活
性
化

す
る
た
め
、
公
募
の
委
員
２
名
を
含

む
学
校
図
書
館
活
性
化
検
討
会
を
設

置
し
、
学
校
で
の
読
書
活
動
推
進
の

体
制
作
り
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

▲

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
絵
本

コ
ー
ナ
ー


